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国
こ く
際
さ い
交
こ う
流
りゅう
基
き
金
き ん
関
か ん
西
さ い
国
こ く
際
さ い
センター

教
きょう
育
い く
事
じ
業
ぎょう
チーム　eラーニング開

か い
発
は つ
班
は ん

　日
に

本
ほん

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

を受
う

けた後
あと

で、「会
かい

話
わ

をもう一
いち

度
ど

ゆっくり練
れん

習
しゅう

したい」とか、「だれかと実
じっ

際
さい

にやりとりがしてみたい」と思
おも

ったこ

とはありませんか。そんな練
れん

習
しゅう

ができるウェブサイト「まるごと＋（まるごとプラス）」（http://www.marugotoweb.jp/）が、2013

年
ねん

2月
がつ

28日
にち

にオープンしました。

　今
こん

回
かい

は、この「まるごと＋」の特
とく

徴
ちょう

やコンテンツについて紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。

●「まるごと＋」の特
とく
徴
ちょう

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

では、「相
そう

互
ご

理
り

解
かい

のための日
に

本
ほん

語
ご

」という理
り

念
ねん

のもと、「JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」（http://jfstandard.jp/）と、こ

れに基
もと

づく日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

科
か

書
しょ

『まるごと　日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』（以
い

下
か

『まるごと』）を開
かい

発
はつ

しました（『まるごと』については、詳
くわ

しく

はこちら（http://jfstandard.jp/language/ja/render.do）をご覧
らん

ください）。この『まるごと』の「入
にゅう

門
もん

（Ａ１）」で学
まな

ぶ人
ひと

たちの自
じ

習
しゅう

をサポートすることを目
もく

的
てき

に作
つく

られたウェブサイトが、「まるごと＋」です。

　『まるごと』の教
きょう

科
か

書
しょ

を使
つか

った授
じゅ

業
ぎょう

でした会
かい

話
わ

を、動
どう

画
が

を見
み

ながら自
じ

分
ぶん

が登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

になったつもりで試
ため

したり、『まるごと』に出
で

てきたことばをイラストや音
おん

声
せい

で確
かく

認
にん

したり、紹
しょう

介
かい

されている日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

について動
どう

画
が

を見
み

たりなど、ウェブの特
とく

徴
ちょう

を生
い

か

した学
がく

習
しゅう

ができるように工
く

夫
ふう

されています。

　このウェブサイトでは、自
じ

分
ぶん

のニーズに合
あ

わせて練
れん

習
しゅう

を選
えら

び、利
り

用
よう

できるようになっています。例
たと

えば、トップページの上
うえ

にあ

る「やってみよう Communication Activities」のコーナーに並
なら

んでいるトピックを選
えら

ぶと、そのトピックの学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

になっている課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための練
れん

習
しゅう

ができます。日
に

本
ほん

人
じん

のふだんの生
せい

活
かつ

を動
どう

画
が

で見
み

たいときは、その下
した

にある「せいかつとぶんか」を開
ひら

いてみて

ください。

　文
も

字
じ

を読
よ

んだり覚
おぼ

えたり、ことばを確
かく

認
にん

したり、何
なん

度
ど

も繰
く

り返
かえ

し練
れん

習
しゅう

したい場
ば

合
あい

は、トレーニングのコーナーにある「ひらがな」

や「かんじ」、「ごい」が役
やく

に立
た

ちます。日
に

本
ほん

語
ご

の特
とく

徴
ちょう

について簡
かん

単
たん

に知
し

りたいときは、トップページ左
ひだり

下
した

にある「イントロダクシ

ョン」がお勧
すす

めです。みなさんが試
ため

してみたいのは、どのコンテンツでしょうか。

　ボタンや使
つか

い方
かた

などのサイトの表
ひょう

示
じ

は日
に

本
ほん

語
ご

、英
えい

語
ご

、スペイン語
ご

で読
よ

むことができます。学
がく

習
しゅう

対
たい

象
しょう

の日
に

本
ほん

語
ご

部
ぶ

分
ぶん

については、か

な、漢
かん

字
じ

とかな、ローマ字
じ

の表
ひょう

示
じ

が選
えら

べます。

　では、それぞれのコンテンツについて、もう少
すこ

し詳
くわ

しく見
み

ていきましょう。

「まるごと＋」のトップページ

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
ニュース

ウェブサイト「まるごと＋（まるごとプラス）」がオープンしました！
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●やってみよう Communication Activities

　『まるごと』「入
にゅう
門
もん
（Ａ１）かつどう」には、「たべもの」「かいもの」など9つのトピックと、関

かん
連
れん
する50の学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
「Can-do（日

に

本
ほん
語
ご
でどんなコミュニケーションができるようになるのか）」があります。ここは、「Can-do」に対

たい
応
おう
した課

か
題
だい
遂
すい
行
こう
のためのコーナ

ーです。トピックと「Can-do」を選
えら
ぶと、「かくにん」「れんしゅう」「チャレンジ」のボタンが表

ひょう
示
じ
されます。

　「れんしゅう」には「はなす・やりとり」「よむ」「かく」の3種
しゅ
類
るい
があり、動

どう
画
が
や写

しゃ
真
しん
を見

み
ながら、「Can-do」達

たっ
成
せい
のための練

れん
習
しゅう
が

できます。「チャレンジ」は「Can-do」を使
つか
う場

ば
面
めん
の受

う
け答

こた
えなど、日

に
本
ほん
語
ご
でのコミュニケーションの疑

ぎ
似
じ
体
たい
験
けん
ができます。「かく

にん」は、「れんしゅう」や「チャレンジ」で使
つか
う語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
を確

かく
認
にん
したいときに見

み
ると役

やく
立
だ
つ情

じょう
報
ほう
です。

　「はなす・やりとり」なら、次
つぎ
のような順

じゅん
番
ばん
で使

つか
ってみてはどうでしょうか。

（１）「れんしゅう」の会
かい
話
わ
を聞

き
いてみましょう。何

なん
度
ど
も聞

き
いてください。

（２）知
し
らないことばやわかりにくい表

ひょう
現
げん
があったら、「かくにん」を見

み
てみてください。課

か
題
だい
を達

たっ
成
せい
するための、基

き
本
ほん
的
てき
な表

ひょう
現
げん
や

語
ご
彙
い
が紹

しょう
介
かい
されています。

（３）もう一
いち
度
ど
「れんしゅう」に戻

もど
り、今

こん
度
ど
はＡやＢの役

やく
になって、スクリプト表

ひょう
示
じ
を消

け
したりしながら、自

じ
分
ぶん
で話

はな
す練

れん
習
しゅう
をしてみ

てください。

（４）次
つぎ
は「チャレンジ」です。動

どう
画
が
の中

なか
の人

ひと
があなたに向

む
かって話

はな
しかけてきますから、やりとりが上

う
手
ま
くできるかどうか、試

ため
し

てみましょう。

　もう1つ、「ドラマでチャレンジ」というコンテンツがあります。ここでは、トピックごとにストーリー仕
じ
立
た
てで「チャレンジ」

が体
たい
験
けん
できます。日

に
本
ほん
に来

き
ている「あなた」に登

とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
が話

はな
しかけてきます。日

に
本
ほん
でタクシーに乗

の
ったり、買

か
い物

もの
したりする疑

ぎ
似
じ
体
たい

験
けん
ができます。流

なが
れの中

なか
でうまく対

たい
応
おう
できるかどうか、チャレンジしてみてください。

●せいかつとぶんか　Life and Culture

　このコンテンツでは、「ファーストフードのみせ」「にほんのおみやげ」など『まるごと』の9つのテーマに沿
そ
った動

どう
画
が
や情

じょう
報
ほう
を見

み

ることができます。動
どう
画
が
を通

とお
して実

じっ
際
さい
の日

に
本
ほん
や日

に
本
ほん
人
じん
を見

み
て理

り
解
かい
を深

ふか
めると同

どう
時
じ
に、自

じ
分
ぶん
たちの生

せい
活
かつ
や他

た
国
こく
の文

ぶん
化
か
との共

きょう
通
つう
点
てん
や相

そう
違
い

点
てん
に気

き
付
づ
くきっかけとなることを目

もく
的
てき
としています。

　動
どう
画
が
は全

ぜん
部
ぶ
で23本

ぼん
あり、1本

ぽん
あたり1～3分

ふん
程
てい
度
ど
です。レポーターがいろいろな場

ば
所
しょ
を訪

ほう
問
もん
したり、いろいろな人

ひと
にインタビュー

「れんしゅう」のページ

「ドラマでチャレンジ」
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したりします。

　「もっと知
し

りたい」では、動
どう

画
が

で紹
しょう

介
かい

できなかったおもしろそうなミニ情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めました。また、もっと詳
くわ

しいことが知
し

りたい人
ひと

のためにリンク情
じょう

報
ほう

も用
よう

意
い

してあります。

●トレーニング

　「ひらがな」「カタカナ」「かんじ」では、書
か

き方
かた

や音
おん

声
せい

、語
ご

彙
い

などを写
しゃ

真
しん

やアニメーションを使
つか

って紹
しょう

介
かい

しています。「かんじ」に

は、アニメーションで漢
かん

字
じ

についてのストーリーを紹
しょう

介
かい

する、「覚
おぼ

えるためのヒント」があります。

　「ごい」では、イラストの中
なか

に描
か

き込
こ

まれている語
ご

彙
い

をクリックすることで、音
おん

声
せい

や意
い

味
み

が確
かく

認
にん

できます。「タイピング」では、コ

ンピュータで日
に

本
ほん

語
ご

を入
にゅう

力
りょく

する方
ほう

法
ほう

が紹
しょう

介
かい

されています。

　トレーニングのすべてのコンテンツには、練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

が用
よう

意
い

されています。

●イントロダクション

　初
はじ

めて日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ人
ひと

たちを対
たい

象
しょう

にした、日
に

本
ほん

や日
に

本
ほん

語
ご

についての基
き

本
ほん

的
てき

な情
じょう

報
ほう

を紹
しょう

介
かい

するコーナーです。「Japan Knowledge（12

の数
すう

字
じ

から知
し

る日
に

本
ほん

）」「Grammar（文
ぶん

法
ぽう

）」「Writing（表
ひょう

記
き

）」「Kanji（漢
かん

字
じ

）」「Pronunciation（発
はつ

音
おん

）」の５つがあり、イラストや

写
しゃ

真
しん

をたくさん使
つか

い、音
おん

声
せい

が聞
き

けたり、クイズ形
けい

式
しき

になっていたりと、リラックスしてそれぞれのアウトラインが理
り

解
かい

できるように

なっています。

「せいかつとぶんか」

「かんじ」

「ごい」
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●サブコンテンツ

　４つのコーナー以
い
外
がい
にも、トップページの右

みぎ
上
うえ
には、日

に
本
ほん
の日

ひ
付
づけ
と時

じ
間
かん
、曜

よう
日
び
を表

ひょう
示
じ
しています。また、左

ひだり
上
うえ
にある2つのアイコ

ンは、「わたしの好
す
きなこと」と「はなことば」というコンテンツです。「わたしの好

す
きなこと」は、いろいろな日

に
本
ほん
人
じん
が、自

じ
分
ぶん
の好

す

きなこと、好
す
きな食

た
べ物

もの
、好

す
きなアニメ・マンガ作

さく
品
ひん
、好

す
きな漢

かん
字
じ
を紹

しょう
介
かい
してくれています。知

し
らないもの、興

きょう
味
み
があるものがあれ

ば、インターネットで検
けん
索
さく
してみてください。

　「はなことば」は、いろいろな花
はな
の花

はな
ことばが、書

しょ
道
どう
風
ふう
に表

ひょう
示
じ
されます。好

す
きなことばに出

で
会
あ
ったら、実

じっ
際
さい
に筆

ふで
を使

つか
って書

か
いてみ

るのはどうでしょうか。

●「まるごと＋」の今
こん
後
ご

　今
こん
後
ご
は、文

ぶん
法
ぽう
の練

れん
習
しゅう
ができるコンテンツを追

つい
加
か
する計

けい
画
かく
です。さらに「初

しょ
級
きゅう
１（Ａ２）」のウェブサイトの開

かい
発
はつ
も予

よ
定
てい
しています。

また、教
きょう
科
か
書
しょ
『まるごと』に出

で
てくる語

ご
彙
い
や表

ひょう
現
げん
について、意

い
味
み
や例

れい
文
ぶん
を調

しら
べたり、トピックや品

ひん
詞
し
で絞

しぼ
って語

ご
彙
い
リストを作

つく
ったり

できるウェブサイト「まるごとのことば」も近
ちか
く公

こう
開
かい
の予

よ
定
てい
です。

　お問
と
い合

あ
わせはこちら（https://www.marugotoweb.jp/contact.php）からお願

ねが
いします。みなさまからの使

つか
っていただいた感

かん
想
そう
や、

ご意
い
見
けん
、お待

ま
ちしています。

「イントロダクション」

「はなことば」



日
に
本
ほ ん
語
ご
国
こ く
際
さ い
センター　事

じ
業
ぎょう
化
か
開
か い
発
は つ
チーム

　2013年
ねん

9月
がつ

、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

は『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』入
にゅう

門
もん

（A1）を出
しゅっ

版
ぱん

しました。これは、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が2010年
ねん

に発
はっ

表
ぴょう

した「JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」に準
じゅん

拠
きょ

した日
に

本
ほん

語
ご

コースブックです。

　『まるごと日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』という題
だい

名
めい

には、リアルなコミュニケーションを「まるごと」、日
に

本
ほん

人
じん

のありのままの生
せい

活
かつ

や

文
ぶん

化
か

を「まるごと」、ことばと文
ぶん

化
か

を別
べつべ々つ

にではなく「まるごと」学
まな

ぶことができるように、という思
おも

いが込
こ

められています。

　ここでは、これら３つの「まるごと」がぎっしりと詰
つ

まった本
ほん

書
しょ

について紹
しょう

介
かい

します。

●JF日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード準

じゅん
拠
きょ
コースブック

　JF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード（以
い

下
か

、JFスタンダード）は、ヨーロッパの言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

の基
き

盤
ばん

であるCEFR※の考
かんが

え方
かた

に基
もと

づいて国
こ

際
くさい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が開
かい

発
はつ

した、日
に

本
ほん

語
ご

の教
おし

え方
かた

、学
まな

び方
かた

、学
がく

習
しゅう

成
せい

果
か

の評
ひょう

価
か

の仕
し

方
かた

を考
かんが

えるためのツールです。日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

ってどんなことができる

かという「課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

」の向
こう

上
じょう

と、さまざまな文
ぶん

化
か

に触
ふ

れることで視
し

野
や

を広
ひろ

げ、いかに他
た

者
しゃ

の文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

し尊
そん

重
ちょう

するかという「異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

能
のう

力
りょく

」の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

しています。

　『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』シリーズは、このJFスタンダードの考
かんが

え方
かた

をかたちにした日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

です。

・「課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
能
のう
力
りょく
」＝日

に
本
ほん
語
ご
でできること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

A1：友
ゆう

人
じん

や近
きん

所
じょ

の人
ひと

と、時
じ

間
かん

帯
たい

に合
あ

った基
き

本
ほん

的
てき

な挨
あい

拶
さつ

を交
か

わすことができる。

A2：友
ゆう

人
じん

の家
いえ

で、友
ゆう

人
じん

の家
か

族
ぞく

などと基
き

本
ほん

的
てき

な挨
あい

拶
さつ

をし、自
じ

分
ぶん

の近
きん

況
きょう

などについて、短
みじか

い簡
かん

単
たん

な言
こと

葉
ば

で話
はな

すことができる。

B1：友
ゆう

人
じん

の家
いえ

で、友
ゆう

人
じん

の家
か

族
ぞく

などと、自
じ

分
ぶん

の近
きん

況
きょう

などについて、自
じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちもまじえて話
はな

すことができる。

B2：友
ゆう

人
じん

や同
どう

僚
りょう

と、人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

や仕
し

事
ごと

などについての愚
ぐ

痴
ち

や不
ふ

満
まん

、満
まん

足
ぞく

していることなどを、自
じ

分
ぶん

にとって重
じゅう

要
よう

な点
てん

を強
きょう

調
ちょう

し

ながら話
はな

すことができる。

（JFCan-doより）

・「異
い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
能
のう
力
りょく
」＝異

い
文
ぶん
化
か
を学

まな
び、自

じ
文
ぶん
化
か
をふりかえる

　JFスタンダードでは、国
こく

際
さい

相
そう

互
ご

理
り

解
かい

を深
ふか

めるためには、言
こと

葉
ば

だけでなく文
ぶん

化
か

もあわせて学
まな

ぶことが重
じゅう

要
よう

としています。異
い

文
ぶん

化
か

に親
した

しむだけでなく、自
じ

文
ぶん

化
か

をふりかえる視
し

点
てん

を養
やしな

うことも目
め

指
ざ

しています。

　『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』では、各
かく

トピックで多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

背
はい

景
けい

を持
も

つ人
ひとび々と

が日
に

本
ほん

語
ご

で交
こう

流
りゅう

する場
ば

面
めん

を設
せっ

定
てい

しています。それ

ぞれの場
ば

面
めん

で話
はな

される自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

をたくさん聞
き

くこと、写
しゃ

真
しん

やイラストを見
み

ることを通
とお

して、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

のさまざまな側
そく

面
めん

をそのまま

身
み

近
ぢか

に感
かん

じとれるように考
かんが

えました。

　JF スタンダードでは、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

について、「A1」から「C2」

までの 6 レベルの日
に

本
ほん

語
ご

の熟
じゅく

達
たつ

度
ど

で説
せつ

明
めい

しています。各
かく

レベル

では「日
に

本
ほん

語
ご

で何
なに

がどのくらいできるのか」について、「～する

ことができる」という文
ぶん

（「Can-do」）によって示
しめ

しています。

たとえば、「社
しゃ

交
こう

的
てき

なやりとりをする」という言
げん

語
ご

活
かつ

動
どう

であれば、

各
かく

レベルについて次
つぎ

のような「Can-do」があります。

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
ニュース

JF日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード準

じゅん
拠
きょ
コースブック

『まるごと　日
に
本
ほん
のことばと文

ぶん
化
か
』入

にゅう
門
もん
（A1）を出

しゅっ
版
ぱん
しました！
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●『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』の特
とく

徴
ちょう

・「入
にゅう

門
もん

（A1）」とは

　今
こん

回
かい

、出
しゅっ

版
ぱん

した『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』入
にゅう

門
もん

（A1）は、このJFスタンダードで示
しめ

す6段
だん

階
かい

のなかの最
さい

初
しょ

のレベルを学
まな

ぶ

ためのものです。全
ぜん

18課
か

で、9つのトピックがあり、1課
か

あたり90～120分
ぷん

で学
がく

習
しゅう

できるように考
かんが

えてあります。

・写
しゃ

真
しん

やイラスト満
まん

載
さい

、全
ぜん

ページフルカラー

　見
み

て楽
たの

しい、学
まな

んでさらに楽
たの

しい教
きょう

材
ざい

となるように、全
ぜん

ページフルカラーで、写
しゃ

真
しん

やイラストを豊
ほう

富
ふ

に掲
けい

載
さい

しています。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

日
に

本
ほん

にいなくても、日
に

本
ほん

や日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を感
かん

じられるようになっています。

・「かつどう」と「りかい」
　本

ほん
書
しょ

は「かつどう」と「りかい」の2つの主
しゅ

教
きょう

材
ざい

があります。

・公
こう

式
しき

ポータルページ

本
ほん
書
しょ
の詳

しょう
細
さい
は、「本

ほん
ばこ」（2013年

ねん
9月
がつ
30日

にち
更
こう
新
しん
）でも紹

しょう
介
かい
しています。

●購
こう

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

　日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

：日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

を扱
あつか

う書
しょ

店
てん

、各
かく

オンライン書
しょ

店
てん

よりお買
か

い求
もと

めいただけます。

　日
に

本
ほん

国
こく

外
がい

：各
かく

オンライン書
しょ

店
てん

、日
にっ

系
けい

書
しょ

店
てん

（紀
き

伊
の

國
くに

屋
や

書
しょ

店
てん

、丸
まる

善
ぜん

書
しょ

店
てん

など）でお買
か

い求
もと

めいただけます。

かつどう　第
だい

16 課
か

「これ、ください」

　本
ほん

書
しょ

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

は、こちらの公
こう

式
しき

ポータルページ（http://marugoto.org/）で発
はっ

信
しん

していきます。教
きょう

師
し

用
よう

リソース、音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

も無
む

料
りょう

で利
り

用
よう

することができます（一
いち

部
ぶ

、ユー

ザー登
とう

録
ろく

が必
ひつ

要
よう

。ただし登
とう

録
ろく

は無
む

料
りょう

）。

　出
しゅっ

版
ぱん

元
もと

である株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

三
さん

修
しゅう

社
しゃ

への注
ちゅう

文
もん

や販
はん

売
ばい

情
じょう

報
ほう

なども含
ふく

めた、関
かん

連
れん

サイトへのリ

ンクもあります。ぜひご覧
らん

ください。

りかい　第
だい

16 課
か

「これ、ください」

　「かつどう」では、聞
き

いて話
はな

す、読
よ

んで書
か

くという「活
かつ

動
どう

」

に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てた学
がく

習
しゅう

をします。一
いっ

方
ぽう

、「りかい」では、文
も

字
じ

や

文
ぶん

法
ぽう

など言
げん

語
ご

項
こう

目
もく

の「理
り

解
かい

」に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てた学
がく

習
しゅう

をします。「か

つどう」と「りかい」を組
く

み合
あ

わせて学
がく

習
しゅう

することも、それ

ぞれを単
たん

独
どく

で学
がく

習
しゅう

することも可
か

能
のう

です。
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2013 年 9 月

●『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』を用
もち

いた「JF 講
こう

座
ざ

」

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

では、海
かい

外
がい

拠
きょ

点
てん

等
とう

で実
じっ

施
し

している「JF講
こう

座
ざ

」（http://www.jpf.go.jp/j/japanese/jf/index.html）において、本
ほん

書
しょ

をコー

スブックとして使
し

用
よう

しています。これまで本
ほん

書
しょ

の本
ほん

書
しょ

試
し

用
よう

版
ばん

で授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っていた各
かっ

国
こく

・地
ち

域
いき

のJF講
こう

座
ざ

講
こう

師
し

からは「音
おん

声
せい

のインプット

が多
おお

いので、以
い

前
ぜん

の教
きょう

科
か

書
しょ

で指
し

導
どう

していた時
とき

よりも発
はつ

音
おん

がよくなった」、「聴
ちょう

解
かい

活
かつ

動
どう

が豊
ほう

富
ふ

なので、聴
ちょう

解
かい

能
のう

力
りょく

が伸
の

びた」、「入
にゅう

門
もん

の始
はじ

め

から文
ぶん

脈
みゃく

のある自
し

然
ぜん

な会
かい

話
わ

を聞
き

かせるので、文
ぶん

脈
みゃく

から推
すい

測
そく

することが上
じょう

手
ず

になる」、「写
しゃ

真
しん

やイラストが豊
ほう

富
ふ

。取
と

り上
あ

げているテーマ

が日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

に関
かか

わることなので興
きょう

味
み

を持
も

って学
がく

習
しゅう

に取
と

り組
く

める」、「ペアやグループによる活
かつ

動
どう

が多
おお

いのでクラスの雰
ふん

囲
い

気
き

がよくなっ

た」といった感
かん

想
そう

がありました。本
ほん

書
しょ

をコースブックとしたJF講
こう

座
ざ

に大
おお

きな期
き

待
たい

が寄
よ

せられています。

『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』についてのお問
と

い合
あ

わせはこちら（marugoto@jpf.go.jp）までお願
ねが

いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※CEFRとは「Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment」の略
りゃく

称
しょう

。CEFRはヨーロッ

パの言
げん

語
ご

教
きょう

育
いく

・学
がく

習
しゅう

の場
ば

で共
きょう

有
ゆう

される枠
わく

組
ぐ

みで、2001年
ねん

に発
はっ

表
ぴょう

されて以
い

来
らい

、ヨーロッパのみならず世
せ

界
かい

の各
かく

言
げん

語
ご

で利
り

用
よう

されている。

ウズベキスタン日
に

本
ほん

人
じん

材
ざい

開
かい

発
はつ

センターでの授
じゅ

業
ぎょう

サンパウロ日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターでの授
じゅ

業
ぎょう

バンコク日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターでの授
じゅ

業
ぎょう



目
もく
的
てき

日
に

本
ほん

語
ご

でのコミュニケーションの楽
たの

しさを実
じっ

感
かん

し、「日
に

本
ほん

語
ご

でできた」という自
じ

信
しん

をつける

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

～

クラスの人
にん
数
ずう

40人
にん

◆体
た い
験
け ん
・交

こ う
流
りゅう
活
か つ
動
ど う
を通

つ う
じて

日
に
本
ほ ん
語
ご
を総

そ う
合
ご う
的
て き
に学

ま な
ぶ

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター発
はっ

行
こう

の『日
に

本
ほん

語
ご

ドキドキ体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

集
しゅう

』（以
い

下
か

、『ドキドキ』）は、日
に

本
ほん

人
じん

との交
こう

流
りゅう

や体
たい

験
けん

を通
とお

し

て総
そう

合
ごう

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

ができるようデザインされていること

が特
とく

徴
ちょう

です。海
かい

外
がい

では日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

う機
き

会
かい

がないという声
こえ

を聞
き

きますが、「日
に

本
ほん

語
ご

でできた！」という実
じっ

感
かん

は学
がく

習
しゅう

のモチベ

ーションを高
たか

める上
うえ

で大
たい

切
せつ

なもの。日
に

本
ほん

であれ海
かい

外
がい

であれ、

アイデア次
し

第
だい

で日
に

本
ほん

人
じん

と交
こう

流
りゅう

したり体
たい

験
けん

したりすることは可
か

能
のう

です。海
かい

外
がい

でのそのような実
じっ

践
せん

例
れい

の１つが、日
に

本
ほん

人
じん

に出
しゅっ

身
しん

地
ち

について聞
き

く「ふるさとインタビュー」活
かつ

動
どう

です。観
かん

光
こう

地
ち

で日
に

本
ほん

人
じん

に声
こえ

をかける、日
に

本
ほん

と関
かん

係
けい

がある機
き

関
かん

を訪
ほう

問
もん

する、

日
に

本
ほん

人
じん

にゲストとして教
きょう

室
しつ

に来
き

てもらうなどのバリエーショ

ンがあります（西
にし

野
の

 2012）が、今
こん

回
かい

はどの現
げん

場
ば

でも実
じっ

践
せん

し

やすい、日
に

本
ほん

人
じん

ゲストを教
きょう

室
しつ

に招
まね

くタイプをご紹
しょう

介
かい

します。

◆準
じゅん
備
び
→活

か つ
動
ど う
→まとめの３つのステップ

　
この活

かつ
動
どう

には３つのステップがあります。

教
きょう
室
しつ
で

準
じゅん
備
び
する

必
ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう
現
げん
と

行
こう
動
どう
のストラテジー

を身
み
につける

1.タスクの説
せつ
明
めい

2.地
ち
理
り
ガイド

3.語
ご
彙
い
・場

ば
面
めん
会
かい
話
わ

体
たい
験
けん
・交
こう
流
りゅう

する

現
げん
実
じつ
場
ば
面
めん
でタスクを

遂
すい
行
こう
するために

日
に
本
ほん
語
ご
を使
つか
う

ゲストとして

招
まね
いた日

に
本
ほん
人
じん
に

インタビュー

教
きょう
室
しつ
で

まとめる

見
み
聞
き
きし体

たい
験
けん
した

ことを日
に
本
ほん
語
ご
で

表
ひょう
現
げん
してまとめる

1.ペアで報
ほう
告
こく

2.グループ発
はっ
表
ぴょう

3.報
ほう
告
こく
の作
さく
文
ぶん

　【教
きょう
室
しつ
で準

じゅん
備
び
する】

１．タスクの説
せつ

明
めい

（15分
ふん

）

まず、タスクシートを配
くば

り、目
もく

的
てき

と流
なが

れを説
せつ

明
めい

します。タ

スクは、①名
な

前
まえ

（またはニックネーム）、②ふるさと、③ふ

るさとの有
ゆう

名
めい

なところ（観
かん

光
こう

地
ち

）、④ふるさとの名
めい

物
ぶつ

料
りょう

理
り

、

⑤ふるさとのことば（方
ほう

言
げん

）と意
い

味
み

、⑥ふるさとのいいとこ

ろについて日
に

本
ほん

人
じん

から情
じょう

報
ほう

を得
え

ることです。日
に

本
ほん

人
じん

と一
いっ

緒
しょ

に

写
しゃ

真
しん

を撮
と

るなどのタスクを加
くわ

えることもできます。

２．「日
に

本
ほん

の地
ち

理
り

」ガイド（30分
ぷん

）

インタビューの前
まえ

に、日
に

本
ほん

の地
ち

理
り

や気
き

候
こう

について基
き

本
ほん

的
てき

な

ことを学
まな

びます。例
たと

えば、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の数
かず

や名
な

前
まえ

、山
やま

や海
うみ

、川
かわ

などバラエティ豊
ゆた

かな地
ち

形
けい

、日
に

本
ほん

の季
き

節
せつ

の特
とく

徴
ちょう

などについて

写
しゃ

真
しん

を交
まじ

えて紹
しょう

介
かい

します（『ドキドキ』Nipponガイド「日
に

本
ほん

の地
ち

理
り

」も利
り

用
よう

できます）。このガイドを通
つう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は“イ

ンタビューする人
ひと

のふるさとはどんなところだろう”という

ワクワクした気
き

持
も

ちになります。

３．語
ご

彙
い

・場
ば

面
めん

会
かい

話
わ

の練
れん

習
しゅう

（45分
ふん

）

インタビューに必
ひつ

要
よう

な語
ご

彙
い

や会
かい

話
わ

を練
れん

習
しゅう

します（『ドキド

キ』内
ない

、「インタビューの練
れん

習
しゅう

をする」（p54－55）も利
り

用
よう

で

きます）。練
れん

習
しゅう

ができたら、日
に

本
ほん

人
じん

の話
はなし

が聞
き

き取
と

りにくい時
とき

はどう言
い

うかなど確
かく

認
にん

しておくと学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の不
ふ

安
あん

も和
やわ

らぎます。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント テーマ

“ドキドキ”体
たい
験
けん
・交

こう
流
りゅう
活
かつ
動
どう
を通

つう
じて日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ
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【体
たい
験
けん
・交

こう
流
りゅう
活
かつ
動
どう
】（30分

ふん
～1時

じ
間
かん

）

準
じゅん

備
び

ができればいよいよインタビュー活
かつ

動
どう

です。日
に

本
ほん

人
じん

１
ひとり

人につき学
がく

習
しゅう

者
しゃ

５～６人
にん

のグループにするとバランスがい

いです。活
かつ

動
どう

の間
あいだ

、教
きょう

師
し

は少
すこ

し離
はな

れて見
み

守
まも

ります。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が

自
じ

分
ぶん

たちの力
ちから

でタスクが達
たっ

成
せい

できたという実
じっ

感
かん

を得
え

ることが

大
たい

切
せつ

だからです。

【教
きょう
室
しつ
でまとめる】

１．別
べつ

グループの人
ひと

に口
こう

頭
とう

で報
ほう

告
こく

（20分
ぷん

）

インタビューが終
お

わったら、別
べつ

グループの人
ひと

とペアにな

って結
けっ

果
か

を報
ほう

告
こく

します（『ドキドキ』内
ない

「インタビューの結
けっ

果
か

を発
はっ

表
ぴょう

する」(p58)とWorksheet（p60）も利
り

用
よう

できます）。

２．発
はっ

表
ぴょう

準
じゅん

備
び

（50分
ぷん

）とグループ発
はっ

表
ぴょう

（50分
ぷん

）

グループごとに結
けっ

果
か

を発
はっ

表
ぴょう

する準
じゅん

備
び

をします。発
はっ

表
ぴょう

の内
ない

容
よう

を決
き

めて、原
げん

稿
こう

を書
か

いたり、インターネットの画
が

像
ぞう

や写
しゃ

真
しん

を取
と

り込
こ

んだスライドを補
ほ

助
じょ

資
し

料
りょう

として作
さく

成
せい

したりします。

スライドは、教
きょう

師
し

がひな形
がた

を作
つく

っておき、そこに文
も

字
じ

や写
しゃ

真
しん

を入
い

れ込
こ

むだけにすると、短
たん

時
じ

間
かん

で完
かん

成
せい

できます。準
じゅん

備
び

がで

きたらクラス内
ない

で発
はっ

表
ぴょう

です。視
し

覚
かく

資
し

料
りょう

があるので聞
き

いている

側
がわ

の興
きょう

味
み

が増
ま

し、質
しつ

疑
ぎ

応
おう

答
とう

も活
かっ

発
ぱつ

になります。

３．体
たい

験
けん

報
ほう

告
こく

の作
さく

文
ぶん

（宿
しゅく

題
だい

）

最
さい

後
ご

に個
こ

人
じん

で体
たい

験
けん

報
ほう

告
こく

の作
さく

文
ぶん

を書
か

きます。これは、その

一
いち

例
れい

です。

私
わたし

たちは○○さんにインタビューしました。○○さんの

ふるさとはあきたけんです。あきたけんで有
ゆう

名
めい

な所
ところ

について

聞
き

きました。一
いち

番
ばん

有
ゆう

名
めい

な所
ところ

はたざわこ（みずうみ）です。ま

た、あきたけんの名
めい

物
ぶつ

料
りょう

理
り

は「きりたんぽなべ」と言
い

う料
りょう

理
り

です。きりたんぽは、米
こめ

から作
つく

られます。作
つく

り方
かた

はきりたん

ぽと野
や

菜
さい

や肉
にく

をなべに入
い

れて、おしょうゆあじにします。そ

れから方
ほう

言
げん

について聞
き

きました。あきたけんに「んだ」と言
い

2013年8月

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：西

にし
野
の
　藍

あい
（関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失

しっ
敗
ぱい
例
れい
などぜひお寄

よ
せください。

う方
ほう

言
げん

があります。これは「はい」と言
い

う意
い

味
み

です。最
さい

後
ご

に、

あきたけんのいいところを聞
き

きました。緑
みどり

が多
おお

いし、水
みず

もき

れいだし、めずらしい植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

がたくさんいることです。

インタビューはとてもいいけいけんでした。○○さんはゆっ

くりせつめいしてくれました。

添
てん

削
さく

を通
つう

じて、教
きょう

師
し

は一
ひとり

人ひとりの日
に

本
ほん

語
ご

のレベルに合
あ

わせた適
てき

切
せつ

な日
に

本
ほん

語
ご

を指
し

導
どう

します。

◆体
た い
験
け ん
・交

こ う
流
りゅう
活
か つ
動
ど う
を取

と
り入

い
れるメリット

この活
かつ

動
どう

はどのレベルの人
ひと

も「楽
たの

しい」のが特
とく

徴
ちょう

です。

インタビューは主
おも

に事
じ

実
じつ

について聞
き

くものなので初
しょ

級
きゅう

でも取
と

り入
い

れやすく、上
じょう

級
きゅう

の場
ば

合
あい

は、教
きょう

科
か

書
しょ

にない生
なま

の情
じょう

報
ほう

を詳
くわ

し

く得
え

られることが多
おお

いです。学
がく

習
しゅう

している日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

い、交
こう

流
りゅう

相
あい

手
て

を通
つう

じて日
に

本
ほん

について新
あたら

しいことを知
し

った喜
よろこ

びは、日
に

本
ほん

語
ご

でのコミュニケーションがもたらす楽
たの

しさの１つです。

また、この活
かつ

動
どう

は１
ひとり

人でもグループでもできますが、グルー

プの場
ば

合
あい

は会
かい

話
わ

を始
はじ

める度
ど

胸
きょう

がある人
ひと

、コンピューター操
そう

作
さ

が得
とく

意
い

な人
ひと

など、いろんな人
ひと

が自
じ

分
ぶん

の強
つよ

みを生
い

かして活
かつ

躍
やく

し、

タスクを遂
すい

行
こう

できます。これは活
かつ

動
どう

型
がた

のいいところです。

◆あるものを活
か つ
用
よ う
してやってみよう

教
きょう

師
し

にとって、忙
いそが

しい毎
まい

日
にち

の中
なか

でゼロから活
かつ

動
どう

をデザイ

ンし、教
きょう

材
ざい

を作
つく

るのは大
たい

変
へん

です。関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターが運
うん

営
えい

し

ているウェブサイト「KCクリップ」（http://jfkc.jp/clip/）では、

今
こん

回
かい

ご紹
しょう

介
かい

したような『ドキドキ』のバリエーション教
きょう

材
ざい

（http://www.jfkc.jp/clip/activity/fieldtrip.html）や発
はっ

表
ぴょう

スラ

イド用
よう

のひな形
がた

（http://jfkc.jp/clip/activity/fieldtrip.html）、

実
じっ

践
せん

報
ほう

告
こく

（http://www.jfkc.jp/clip/activity/related.html）な

どが多
た

数
すう

紹
しょう

介
かい

されていて、誰
だれ

でもダウンロードして使
つか

うこと

ができます。すでにあるものを活
かつ

用
よう

して楽
たの

しい時
じ

間
かん

をデザイ

ンしてみませんか。

参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター（2008）『日
に

本
ほん

語
ご

ドキド

キ体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

集
しゅう

』（凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

）

西
にし

野
の

藍
あい

・川
かわ

嶋
しま

恵
けい

子
こ

(2010)「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

レポート12 

体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を通
つう

じた学
がく

習
しゅう

のデザイン」『日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

』

Vol.29、No.13、pp98～107、明
めい

治
じ

書
しょ

院
いん

西
にし

野
の

藍
あい

(2012)「タイにおける「体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

型
がた

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

」の実
じっ

践
せん

と教
きょう

師
し

支
し

援
えん

」『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

バンコク日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センター紀
き

要
よう

』第
だい

9号
ごう

、pp99～108



今
こん
回
かい
から「ようだ」「ように」「ような」として使

つか
われる「よう」

について勉
べん
強
きょう
します。まず、次

つぎ
の詩

し
を読

よ
んで「よう」がいくつあ

るか見
み
つけてください。（これは私

わたし
が小

しょう
学
がく
生
せい
の時

とき
に書

か
いた詩

し
に、

手
て
を入

い
れたものです。）

夜
よ
道
みち
を一
ひと
人
り
で歩
ある
いていた。

うしろから誰
だれ
かがつけてくるような気

き
がする。　　

ピタピタピタ・・・。

私
わたし
が速
はや
く歩
ある
くと、後

うし
ろの人

ひと
も速
はや
く歩
ある
く。

ゆっくり歩
ある
くと、後

うし
ろもゆっくり歩

ある
く。

誰
だれ
だろう。

男
おとこ
の人
ひと
のようだ。こわい・・・。

後
うし
ろを振

ふ
り返
かえ
って、ついてこないように言

い
おうか。

それもできない。

こんなことにならないように、もう少
すこ
し早
はや
く帰

き
宅
たく
すればよかった。

母
はは
が言

い
ったように、早

はや
く帰
かえ
ればよかった。

・・・もう少
すこ
しで家

いえ
だ。何

なに
も起

お
こらないように祈

いの
る。

あ、家
いえ
に着

つ
いた。

家
いえ
が天
てん
国
ごく
のように見

み
える。ここまで来

く
れば安

あん
心
しん
だ。

後
うし
ろを振

ふ
り返
かえ
ってみる。

誰
だれ
もいない・・・。

なあんだ、自
じ
分
ぶん
の足
あし
音
おと
だったのだ。

（蛇
だ
足
そく
ですが、この詩

し
は「こわい気

き
持
も
ちがよく出

で
ている」と言

い
っ

て、先
せん
生
せい
にほめられました。）

　さて、この詩しの中なかには「よう」が７つ出でてきます。意い味み用よう法ほうの

似
に
ているものを出

で
てきた順

じゅん
に並

なら
べると、次

つぎ
のようになります。

ａ．うしろから誰
だれ
かがつけてくるような気

き
がする。(推

すい
量
りょう
)

ｂ．男
おとこ
の人
ひと
のようだ。(推

すい
量
りょう
)

ｃ．ついてこないように言
い
おうか。（指

し
示
じ
・命
めい
令
れい
）

ｄ．何
なに
も起

お
こらないように祈

いの
る。（祈

き
願
がん
・願
がん
望
ぼう
）

ｅ．こんなことにならないように、もう少
すこ
し早
はや
く帰

き
宅
たく
すればよかっ

た。（目
もく
的
てき
（結
けっ
果
か
））

ｆ．母
はは
が言

い
ったように、早

はや
く帰
かえ
ればよかった。(例

れい
示
じ
)

ｇ．家
いえ
が天
てん
国
ごく
のように見

み
える。（たとえ（比

ひ
喩
ゆ
・比

ひ
況
きょう
）＊1）

　意
い
味
み
用
よう
法
ほう
としては、ａｂは頭

あたま
の中

なか
でそうじゃないかと考

かんが
える推

すい
量
りょう
、ｃは

「～ように言
い
う」の形

かたち
での指

し
示
じ
や命

めい
令
れい
、ｄは願

がん
望
ぼう
・祈

いの
りを表

あらわ
しています。

ｅは「～ように」が目
もく
的
てき
（結
けっ
果
か
）を表

あらわ
し、「こんなこわいことにならない

ために」という意
い
味
み
を、ｆは母

はは
が言

い
ったことを例

れい
として示

しめ
しています。最

さい

後
ご
のｇは、家

いえ
を天

てん
国
ごく
にたとえている比

ひ
喩
ゆ
・比

ひ
況
きょう
の「よう」になります。

　以
い
上
じょう
にいくつか他

ほか
の重

じゅう
要
よう
な意

い
味
み
用
よう
法
ほう
ものを加

くわ
え、まとめると、次

つぎ
のよう

になります。

意
い
味
み
用
よう
法
ほう

主
おも
な形
かたち

「よう」の前
まえ
に来
く
る語
ご

1 推すい量りょう

ようだ
ように思

おも
う／ように感

かん
じる

ような気
き
がする／ような感

かん
じがする

動
どう
詞
し
＊ 2の普

ふ
通
つう
形
けい

イ形
けい
容
よう
詞
し
（い／かった／くない／

くなかった）
ナ形
けい
容
よう
詞
し
（な／だった／じゃない／

じゃなかった）
名
めい
詞
し
＋の／だった／じゃない／

2
たとえ
（比
ひ
喩
ゆ
・比
ひ
況
きょう
）

ようだ
ように思

おも
う／ように感

かん
じる

ような気
き
がする／ような感

かん
じがする

動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

名
めい
詞
し
＋の／だった／じゃない／

じゃなかった

3 指し示じ・命めい令れい ように言
い
う／ように言

い
ってください 動

どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

4 祈き願がん・願がん望ぼう ように祈
いの
る／ように願

ねが
う 動

どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

5 変へん化か ようになる 動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

6 努ど 力りょく・勧かん告こく ようにする／ようにしてください 動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

7 目もく的てき（結けっ果か） ように～ 動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

8 例れい示じ
ように～
ような名

めい
詞
し
2に／を／は～ etc．

動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい
＊ 3

名
めい
詞
し
1＋の＊ 3

9 前まえ置おき ように～
動
どう
詞
し
の普
ふ
通
つう
形
けい

～の＊ 4

（動
どう
詞
し
の普

ふ
通
つう
形
けい
は「～る／～た／～ない／～なかった」を指

さ
す。また、「じ

ゃない／じゃなかった」は「ではない／ではなかった」にも置
お
き換

か
えられ

る。）

　表
ひょう
の順

じゅん
序
じょ
に従

したが
って、今

こん
回
かい
「よう」（１）では「推

すい
量
りょう
」と「たとえ(比

ひ

喩
ゆ
・比

ひ
況
きょう
)」の「ようだ」について考

かんが
えます。

１．「推
すい
量
りょう
」の「ようだ」について

１本
ぽん
の木

き
にピンクの花

はな
が咲

さ
いています。それを見

み
てあなたは、はっき

り自
じ
信
しん
はないが、形

かたち
や色

いろ
、そして季

き
節
せつ
が春

はる
であることなどを考

かんが
えて、「た

ぶん桜
さくら
の花

はな
だろう」と想

そう
像
ぞう
します。この想

そう
像
ぞう
が「推

すい
量
りょう
」と呼

よ
ばれるもので、

日
に
本
ほん
語
ご
にはいろいろな言

い
い方

かた
があります。

(1)これは桜
さくら
の花
はな
だと思

おも
う。

(2)これは桜
さくら
の花
はな
だろう。

(3)これは桜
さくら
の花
はな
にちがいない。

(4)これは桜
さくら
の花
はな
かもしれない。

(5)これは桜
さくら
の花
はな
のようだ。

(1)～(5)は、「これは桜
さくら
の花

はな
だ。」という断

だん
定
てい
的
てき
な言

い
い方

かた
をしないで、相

あい

手
て
に婉

えん
曲
きょく
にやわらかく伝

つた
える場

ば
合
あい
にも使

つか
われます。(1)～(4)が話

はな
し手

て
の主

しゅ

観
かん
に頼

たよ
っているのに対

たい
して、(5)の「ようだ」は、もう少

すこ
し客

きゃっ
観
かん
的
てき
な情

じょう
報
ほう

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼ 「よう」（1）
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子

こ
（日

に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師

し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

  2013 年 7 月

「きれいだな。日
に

本
ほん

の桜
さくら

の花
はな

のようだ。」

この「（日
に

本
ほん

の）桜
さくら

の花
はな

のようだ」は、本
ほん

当
とう

は桜
さくら

の花
はな

じゃないけれ

ど、「桜
さくら

の花
はな

に似
に

ている」という意
い

味
み

になります。

このように実
じっ

際
さい

はそうではないけれど、何
なに

かにたとえて言
い

う時
とき

に

「ようだ」が使
つか

われます。

(16) これは日
に

本
ほん

の桜
さくら

の花
はな

のようだ。

(17) これは日
に

本
ほん

の桜
さくら

の花
はな

に似
に

ている。

(18) これは日
に

本
ほん

の桜
さくら

の花
はな

そっくりです。

(19) これは日
に

本
ほん

の桜
さくら

の花
はな

みたいだ。

 (19)の「みたいだ」は「ようだ」より話
はな

しことば的
てき

な言
い

い方
かた

で、

推
すい

量
りょう

の意
い

味
み

としても使
つか

われますが、ここでは「たとえ(比
ひ

喩
ゆ

・比
ひ

況
きょう

)」

を表
あらわ

しています。カジュアルな会
かい

話
わ

で用
もちい

いられ、特
とく

に女
じょ

性
せい

は「だ」を

省
しょう

略
りゃく

することが多
おお

いようです。

(20) このプラスチックのハンバーグは本
ほん

物
もの

みたい。

(21) オーディションに受
う

かるなんて夢
ゆめ

みたい。

次
つぎ

の(22)～(23)は「ようだ」「みたいだ」に動
どう

詞
し

がつながった例
れい

で

すが、「たとえ(比
ひ

喩
ゆ

・比
ひ

況
きょう

)」を表
あらわ

す「ようだ」も、(24)(25)のように、

「ように思
おも

う／感
かん

じる」「ような気
き

／感
かん

じがする」と言
い

うこともできま

す。

(22) 夢
ゆめ

を見
み

ているようです。

(23) 夢
ゆめ

を見
み

ているみたいです。

(24) 夢
ゆめ

を見
み

ているように思
おも

う／感
かん

じる。

(25) 夢
ゆめ

を見
み

ているような気
き

／感
かん

じがします。

注
ちゅう

＊1：比
ひ

喩
ゆ

・比
ひ

況
きょう

とも「一
ひと

つの事
じ

物
ぶつ

を他
ほか

の事
じ

物
ぶつ

にたとえること」を指
さ

します。「～ようだ」「～みたいだ」を用
もち

いる「たとえ」を特
とく

に比
ひ

況
きょう

と呼
よ

びますが、本
ほん

文
ぶん

では比
ひ

喩
ゆ

＝比
ひ

況
きょう

ととらえています。

＊2：ここでは「動
どう

詞
し

」の中
なか

に補
ほ

助
じょ

動
どう

詞
し

「ている・てある・てしまう

etc.」などを含
ふく

めます。

＊3：参
さん

考
こう

のために、「例
れい

示
じ

」の例
れい

文
ぶん

を挙
あ

げます。

(26)私
わたし

が言
い

うようにやってください。

(27)あなたのような人
ひと

には会
あ

ったことがない。

  名めい
詞
し

1+の　　　 名
めい

詞
し

2

＊4：参
さん

考
こう

のために、「前
まえ

置
お

き」の例
れい

文
ぶん

を挙
あ

げます。

(28)皆
みな

さんご存
ぞん

じのように、富
ふ

士
じ

山
さん

は世
せ

界
かい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されました。

（花
はな

の形
かたち

、色
いろ

、匂
にお

い、自
じ

分
ぶん

の過
か

去
こ

の記
き

憶
おく

など）に頼
たよ

って、判
はん

断
だん

し

ています。

「桜
さくら

の花
はな

のようだ」は「ようだ」が名
めい

詞
し

につながった例
れい

ですが、

動
どう

詞
し

の場
ば

合
あい

は、「ようだ」の前
まえ

に普
ふ

通
つう

形
けい

が来
き

ます。

(6) 桜
さくら

の花
はな

が咲
さ

いたようですね。

(7) 桜
さくら

の花
はな

はまだ咲
さ

かないようだ。

(8) 桜
さくら

の花
はな

はもう散
ち

ってしまったようだ。

　動
どう

詞
し

の例
れい

をもう一
ひと

つ挙
あ

げましょう。あなたは朝
あさ

起
お

きた時
とき

、頭
ず

痛
つう

がしました。少
すこ

し寒
さむ

気
け

もします。そんな時
とき

、あなたはどう言
い

うで

しょう。

(9) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたかもしれない。

(10) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたのかな。

(11) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたにちがいない。

(12) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたようだ。

(13) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたらしい。

(13)の「らしい」は、「彼
かれ

は今
きょ

日
う

は仕
し

事
ごと

を休
やす

むらしい」のような伝
でん

聞
ぶん

的
てき

な推
すい

量
りょう

を表
あらわ

しますが、「ようだ」と同
おな

じように、自
じ

分
ぶん

の体
からだ

の

症
しょう

状
じょう

に対
たい

する推
すい

量
りょう

にも使
つか

うことができます。

「ようだ」は多
おお

くの場
ば

合
あい

、「ように思
おも

う／ように感
かん

じる／ような気
き

がする／ような感
かん

じがする」と言
い

うこともできます。

(14) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたように思
おも

う／感
かん

じる。

(15) 風
か

邪
ぜ

を引
ひ

いたような気
き

／感
かん

じがする。

　これらは「ようだ」とほぼ同
おな

じ意
い

味
み

を表
あらわ

しますが、「ように感
かん

じる」「ような気
き

／感
かん

じがする」は「ように思
おも

う」よりは漠
ばく

然
ぜん

とし

た感
かん

覚
かく

が伴
ともな

います。

２．「たとえ(比
ひ
喩
ゆ
・比

ひ
況
きょう
)」の「ようだ」について

日
に

本
ほん

で桜
さくら

を見
み

たあなたが、自
じ

分
ぶん

の国
くに

でピンクの花
はな

が咲
さ

いている

のを見
み

たとします。花
はな

の名
な

前
まえ

は分
わ

かりませんが、次
つぎ

のように言
い

い

ました。
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【Training】のページを利
り

用
よう

して書
か

く練
れん

習
しゅう

も行
おこな

い、正
せい

確
かく

さの定
てい

着
ちゃく

も図
はか

ります。
　【使

つか
ってみよう】「できるようになりたい」ことが「できるようにな

った」か、習
なら

ったことを使
つか

いながら自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

にひきつけて話
はな

してみ
ます。この時

じ
点
てん

で、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、「【答
こた

えてみよう】で言
い

えなかったこ
とが言

い
えるようになった！」と、学

がく
習
しゅう

の成
せい

果
か

が実
じっ

感
かん

できるはずです。

▽教
きょう
室
しつ
の外

そと
で実

じっ
際
さい
に使

つか
ってみよう

　話
はなし

をCEFRに戻
もど

します。CEFRでは、人
にん

間
げん

は「具
ぐ

体
たい

的
てき

な行
こう

動
どう

を通
とお

して種
しゅじ々ゅ

の課
か

題
だい

と取
と

り組
く

みながら、言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

を獲
かく

得
とく

していく」と言
い

っています。本
ほん

教
きょう

材
ざい

を使
つか

って教
きょう

室
しつ

での学
がく

習
しゅう

が終
お

わったら、今
こん

度
ど

は是
ぜ

非
ひ

、外
そと

で実
じっ

際
さい

に使
つか

ってみてください。学
まな

んだ成
せい

果
か

をより一
いっ

層
そう

感
かん

じら
れると思

おも
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1国

こく
際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が開
かい

発
はつ

した JF 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダードも CEFR を参
さん

考
こう

にしています。レベルイメージなどはこちらで確
かく

認
にん

してください。

http://jfstandard.jp/

「できるようになりたい」ことが「できるようになる」日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

材
ざ い

 

『WEEKLY J 日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

す６週
しゅう

間
かん

』
監
かん

修
しゅう

：加
か

藤
とう

早
さ

苗
なえ

著
ちょ

者
しゃ

：秋
あき

山
やま

信
のぶ

子
こ

・坂
さか

本
もと

舞
まい

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ＵＲＬ：　http://www.bonjinsha.com/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

4 月
がつ

ISBN：9784893588159 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判　154 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：2,100 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 4 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：押
おし

尾
お

　和
かず

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　 み な さ ん は “CEFR”1を ご 存
ぞん

じ で す か。CEFR と は、“Common 
European Framework of Reference for Languages: Learning, 
teaching, assessment”の略

りゃく
で、日

に
本
ほん

語
ご

では「外
がい

国
こく

語
ご

の学
がく

習
しゅう

、教
きょう

授
じゅ

、
評
ひょう

価
か

のためのヨーロッパ共
きょう

通
つう

参
さん

照
しょう

枠
わく

」と訳
やく

されています。EUに加
か

盟
めい

するヨーロッパ各
かっ

国
こく

は、この参
さん

照
しょう

枠
わく

に従
したが

って外
がい

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

のシラバ
ス、テスト、教

きょう
材
ざい

などを作
つく

っています。レベルを表
あらわ

すものさしや言
げん

語
ご

学
がく

習
しゅう

に対
たい

する考
かんが

え方
かた

を共
きょう

有
ゆう

していれば、言
げん

語
ご

が違
ちが

っても学
がく

習
しゅう

環
かん

境
きょう

が違
ちが

っても、教
きょう

師
し

も学
がく

習
しゅう

者
しゃ

も同
おな

じ情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

することができます。
この利

り
便
べん

性
せい

が注
ちゅう

目
もく

され、今
こん

日
にち

、CEFRはヨーロッパ以
い

外
がい

の国
くに

でも広
ひろ

く
使
つか

われるようになってきました。
　本

ほん
教
きょう

材
ざい

は、CEFRの考
かんが

え方
かた

を基
き

本
ほん

にして作
つく

られた日
に

本
ほん

語
ご

テキスト
です。CEFRのA2～B1レベルの日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、自
し

然
ぜん

な日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

ってコミュニケーションができるようになるよう工
く

夫
ふう

がされています。
全
ぜん

部
ぶ

で30ユニットから成
な

り、各
かく

ユニットに「子
こ

どものときのことに
ついて話

はな
す」「相

あい
手
て

に苦
く

情
じょう

、文
もん

句
く

を言
い

う」などのトピックがあります。
ひとつのユニットの学

がく
習
しゅう

時
じ

間
かん

の目
め

安
やす

は120分
ぷん

で、タイトルのとおり、
6週

しゅう
間
かん

ですべてのトピックの学
がく

習
しゅう

が終
お

わります。出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

のウェブサ
イトには、語

ご
彙
い

リストや教
きょう

師
し

用
よう

資
し

料
りょう

が提
てい

供
きょう

されています。

▽つまずきから始
はじ
まる日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

の大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

は、ユニットの目
もく

標
ひょう

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にまず意
い

識
しき

させ、
その目

もく
標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するための手
しゅ

段
だん

として文
ぶん

型
けい

や語
ご

彙
い

を学
まな

ぶように作
つく

ら
れている点

てん
です。各

かく
ユニットは、次

つぎ
のような流

なが
れで進

すす
みます。

　【答
こた

えてみよう】そのトピックについて、その時
じ

点
てん

の日
に

本
ほん

語
ご

レベル
で言

い
えることを言

い
ってみます。学

がく
習
しゅう

者
しゃ

は、言
い

いたいことが思
おも

うよう
に言

い
えず、もどかしい気

き
持
も

ちになるはずです。このつまずきを利
り

用
よう

して、「できるようになりたい」ことを目
もく

標
ひょう

として自
じ

覚
かく

させます。
　【聞

き
いてみよう】モデル会

かい
話
わ

を聞
き

き、自
じ

分
ぶん

が言
い

いたかったことはど
のような文

ぶん
型
けい

・語
ご

彙
い

を使
つか

って表
ひょう

現
げん

されているのか聞
き

き取
と

ります。
　【言

こと
葉
ば

を増
ふ

やそう】【文
ぶん

型
けい

】【会
かい

話
わ

の達
たつ

人
じん

】【練
れん

習
しゅう

しよう】そのトピ
ックについて話

はな
すために必

ひつ
要
よう

な「語
ご

彙
い

」「文
ぶん

型
けい

や表
ひょう

現
げん

」「会
かい

話
わ

のテ
クニック」について学

まな
び、練

れん
習
しゅう

します。ここでは話
はな

す練
れん

習
しゅう

のほか、
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できます。

　前
ぜん

作
さく

に倣
なら

い、本
ほん

文
ぶん

はたて書
が

きで印
いん

刷
さつ

され、本
ほん

文
ぶん

の下
した

の欄
らん

には、語
ご

彙
い

・表
ひょう

現
げん

、内
ない

容
よう

に関
かん

する問
と

い、まとめの問
もん

題
だい

が載
の

っています（別
べっ

冊
さつ

解
かい

答
とう

付
つ

き）。本
ほん

文
ぶん

の最
さい

後
ご

には、出
しゅっ

典
てん

と著
ちょ

者
しゃ

紹
しょう

介
かい

も掲
けい

載
さい

され、本
ほん

文
ぶん

の

読
よ

み上
あ

げＣＤと語
ご

彙
い

リスト（英
えい

語
ご

･中
ちゅう

国
ごく

語
ご

･韓
かん

国
こく

語
ご

･ベトナム語
ご

訳
やく

付
つ

き）も付
つ

いています。

　本
ほん

書
しょ

は、基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

構
こう

造
ぞう

を学
がく

習
しゅう

し、読
どっ

解
かい

力
りょく

の基
き

礎
そ

を身
み

につけ

た学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、上
じょう

質
しつ

の文
ぶん

章
しょう

に接
せっ

してゆく際
さい

の手
て

引
び

きとして、編
へん

纂
さん

され

たということです。前
ぜん

作
さく

の上
じょう

級
きゅう

編
へん

への橋
はし

渡
わた

しとしても活
かつ

用
よう

できると

思
おも

われます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i バ ッ ク ナ ン バ ー 第

だい
63号

ごう
（http://www.jpf.go.jp/j/japanese/survey/

tsushin/bookshelf/pdf/nkt63_p11_13.pdf）3ページ目
め

に収
おさ

められてい

ます。

上
じょう

質
し つ

の「読
よ

み」素
そ

材
ざ い

集
しゅう

 

『中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

　日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を読
よ

む』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

　京
きょう

都
と

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

センター

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：アルク

ＵＲＬ：　http://www.alc.co.jp/　　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2012 年
ねん

10 月
がつ

ISBN：978-4757422315 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判　112 頁
ページ

 + CD2 枚 　定
てい

価
か

：2,520 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 5 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：生
いく

田
た

　守
まもる

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

▽「読
どっ
解
かい
」から「読

どく
書
しょ
」へ

　この教
きょう

材
ざい

は、以
い

前
ぜん

このコーナーで取
と

り上
あ

げた『上
じょう

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

　日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を読
よ

む』iの姉
し

妹
まい

編
へん

で、中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のために

編
へん

纂
さん

されました。

　「中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

」と謳
うた

っているだけに、1課
か

あたりの文
ぶん

章
しょう

の長
なが

さが前
ぜん

作
さく

の

より短
みじか

く（1000～2000字
じ

程
てい

度
ど

）、内
ない

容
よう

もより身
み

近
ぢか

で、文
ぶん

章
しょう

構
こう

造
ぞう

もや

さしくなっています。

　本
ほん

書
しょ

では、前
ぜん

作
さく

同
どう

様
よう

、語
ご

学
がく

的
てき

理
り

解
かい

よりも、作
さく

品
ひん

内
ない

容
よう

の「読
よ

み」を

通
つう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に作
さく

品
ひん

から導
みちび

き出
だ

されることなどを考
かんが

えさせること

をねらっているようです。

　よしもと ばなな、村
むら

上
かみ

春
はる

樹
き

といった人
にん

気
き

作
さっ

家
か

、また、大
おお

江
え

健
けん

三
ざぶ

郎
ろう

、川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

といったノーベル賞
しょう

作
さっ

家
か

の小
しょう

説
せつ

やエッセイをはじめ、

ノンフィクション作
さっ

家
か

の沢
さわ

木
き

耕
こう

太
た

郎
ろう

、脚
きゃく

本
ほん

家
か

の倉
くら

本
もと

總
そう

や向
むこう

田
だ

邦
くに

子
こ

、

そして民
みん

族
ぞく

学
がく

者
しゃ

の梅
うめ

棹
さお

忠
ただ

夫
お

や医
い

学
がく

者
しゃ

の川
かわ

島
しま

隆
りゅう

太
た

など、時
じ

代
だい

を超
こ

えて、

多
た

彩
さい

な分
ぶん

野
や

からの文
ぶん

章
しょう

が集
あつ

められています。

　収
しゅう

録
ろく

されている文
ぶん

章
しょう

は、だいたい、文
ぶん

学
がく

的
てき

文
ぶん

章
しょう

というジャンルで

くくることができると思
おも

います。そこからは、質
しつ

の高
たか

い素
そ

材
ざい

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に提
てい

供
きょう

し、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は文
ぶん

章
しょう

を味
あじ

わいながら、日
に

本
ほん

語
ご

を「読
よ

む」力
ちから

を

磨
みが

いていくというねらいが見
み

えてきます。

　日
に

本
ほん

人
じん

の行
こう

動
どう

・価
か

値
ち

観
かん

を垣
かい

間
ま

見
み

せるエピソードを取
と

り上
あ

げている

こと、そして、余
よ

韻
いん

を味
あじ

わい、行
ぎょう

間
かん

を読
よ

む訓
くん

練
れん

もふくまれているこ

とから考
かんが

えると、「日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を読
よ

む」というのは適
てき

切
せつ

なタイトルだと

思
おも

われます。

▽本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい

　本
ほん

書
しょ

は、20課
か

で構
こう

成
せい

されていて、そのうち2課
か

分
ぶん

は古
こ

典
てん

（竹
たけ

取
とり

物
もの

語
がたり

・枕
まくらのそうし

草子）の文
ぶん

章
しょう

が収
しゅう

録
ろく

されています。

　課
か

の順
じゅん

番
ばん

は難
なん

易
い

度
ど

の順
じゅん

ではないので、どこからでも始
はじ

めることが
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語
ご
や表

ひょう
現
げん
には簡

かん
潔
けつ
な注

ちゅう
がありますし、一

ひと
つ一

ひと
つの詩

し
の後

あと
に解

かい
説
せつ
文
ぶん
が

あります。それも、説
せつ
明
めい
的
てき
で押

お
し付

つ
けがましいものではなく「感

かん
動
どう
の

主
しゅ
体
たい
が明

めい
確
かく
になることを主

しゅ
眼
がん
」としたものです。また、巻

かん
末
まつ
には「詩

し

人
じん
のプロフィール」と「詩

し
の理

り
解
かい
を深
ふか
めるために」という編

へん
者
じゃ
の著
しる
し

た文
ぶん
章
しょう
もあります。さらに、巻

かん
ごとに異

こと
なった画

が
家
か
やイラストレータ

ーによる挿
そう
画
が
が随

ずい
所
しょ
にあります。ですから、日

に
本
ほん
語
ご
の詩

し
を読

よ
んだこと

のないノンネイティブの方
かた
にも十

じゅう
分
ぶん
「味

あじ
わう」ことができるでしょう。

▽朗
ろう
読
どく
の勧

すす
め

　では、このシリーズの「名
めい
詩
し
」はどのような基

き
準
じゅん
で選

えら
ばれたもの

でしょうか。編
へん
者
じゃ
によれば、(1)その詩

し
人
じん
にふさわしい個

こ
性
せい
的
てき
な作

さく

品
ひん
、(2)子

こ
どもたちにとって適

てき
当
とう
な長

なが
さの作

さく
品
ひん
、(3)朗

ろう
読
どく
・暗

あん
唱
しょう
に活

かつ

用
よう
できる作

さく
品
ひん
だということです。実

じっ
際
さい
に詩

し
を読

よ
んでみるとまさにそ

のような点
てん
から選

えら
ばれています。特

とく
に編

へん
者
じゃ
が繰

く
り返
かえ
し勧

すす
めているの

が、声
こえ
に出

だ
して読

よ
むことです。この詩

し
集
しゅう
の中

なか
には、朗

ろう
読
どく
に適

てき
した詩

し

がたくさん収
おさ
められています。この本

ほん
を手

て
にした方

かた
は、是

ぜ
非
ひ
是
ぜ
非
ひ
、

歯
は
と唇

くちびる
と舌
した
とで詩

し
を本

ほん
当
とう
に「味

あじ
わって」みてください。

日
に
本
ほ ん
語

ご
を「味

あ じ
わいたい」人

ひ と
のための詩

し
集
しゅう
のシリーズ

『日
に

本
ほん

語
ご

を味
あじ

わう名
めい

詩
し

入
にゅう

門
もん

』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：萩
はぎ

原
わら

昌
まさ

好
よし

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：あすなろ書
しょ

房
ぼう

ＵＲＬ：　http://www.asunaroshobo.co.jp/home/index.html　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2011 年
ねん

8 月
がつ

ISBN：978-4-7515-2646-0 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：A5 変
へん

型
けい

判
ばん

　104 頁
ページ

  　定
てい

価
か

：1,575 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 6 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：白
しら

井
い

　桂
けい

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　本
ほん
シリーズは、各

かく
巻
かん
に編

へん
者
じゃ
が選

えら
んだ詩

し
人
じん
の「名

めい
詩
し
」が収

おさ
められ

ている、詩
し
集
しゅう
のシリーズです。第

だい
１期

き
は全

ぜん
８巻
かん
で、宮

みや
沢
ざわ
賢
けん
治
じ
、金

かね
子
こ

みすゞ、八
や
木
ぎ
重
じゅう
吉
きち
、山
やま
村
むら
暮
ぼ
鳥
ちょう
、立
たち
原
はら
道
みち
造
ぞう
、中
なか
原
はら
中
ちゅう
也
や
、北
きた
原
はら
白
はく
秋
しゅう
、高
たか

村
むら
光
こう
太
た
郎
ろう
の詩

し
集
しゅう
です。続

つづ
く第
だい
２期

き
は全

ぜん
５巻
かん
で、萩

はぎ
原
わら
朔
さく
太
た
郎
ろう
／室

むろ
生
う
犀
さい

星
せい
、丸
まる
山
やま
薫
かおる
／三

み
好
よし
達
たつ
治
じ
、サトウハチロー、草

くさ
野
の
心
しん
平
ぺい
、高
たか
田
だ
敏
とし
子
こ
、と

いうようになっています。さらに第
だい
３期

き
として新

しん
川
かわ
和
かず
江
え
の詩

し
集
しゅう
が既

すで

に刊
かん
行
こう
、今
こん
後
ご
は山

やま
之
の
口
くち
獏
ばく
、茨

いばら
木
ぎ
のり子

こ
、工

く
藤
どう
直
なお
子
こ
、谷
たに
川
かわ
俊
しゅん
太
た
郎
ろう
、ま

ど・みちお、石
いし
垣
がき
りんの詩

し
集
しゅう
の刊
かん
行
こう
が予

よ
定
てい
され、全

ぜん
7巻
かん
となるそうです。

▽音
おん
楽
がく
や絵

かい
画
が
を楽

たの
しむように

　「詩
し
は『言

こと
葉
ば
の音

おん
楽
がく
』『言

こと
葉
ば
の絵

かい
画
が
』ともいわれます」…こんな編

へん

者
じゃ
の言

こと
葉
ば
で詩

し
集
しゅう
は始

はじ
まります。これはどの巻

かん
にもある「読

どく
者
しゃ
のみな

さんへ」の冒
ぼう
頭
とう
部
ぶ
分
ぶん
ですが、この文

ぶん
を編

へん
者
じゃ
は次

つぎ
のように締

し
め括

くく
って

います。「さあ、みんなで、優
すぐ
れた詩

し
人
じん
がつくった『心

こころ
の音

おん
楽
がく
』や

『心
こころ
の絵

え
』に会

あ
いにいきましょう。そして心

こころ
ゆくまで楽

たの
しみましょう。

それでは、楽
たの
しい『言

こと
葉
ば
の旅

たび
』でありますように」。

　大
だい
分
ぶ
前
まえ
のことですが、日

に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
科
か
書
しょ
が以

い
前
ぜん
と比

くら
べ妙

みょう
に散

さん
文
ぶん
的
てき
に

なってしまった、という話
はなし
がありました。この傾

けい
向
こう
は、グローバリ

ゼーションなどに伴
ともな
い、言

げん
語
ご
が道

どう
具
ぐ
として扱

あつか
われることが多

おお
くなる

につれ、一
いっ
層
そう
強
つよ
まっているように思

おも
われます。言

げん
語
ご
のもう一

ひと
つの側

そく

面
めん
、つまり言

げん
語
ご
の芸

げい
術
じゅつ
性
せい
、とりわけ韻

いん
文
ぶん
における芸

げい
術
じゅつ
性
せい
にも興

きょう
味
み
や

関
かん
心
しん
を持

も
つ日

に
本
ほん
語
ご
の先

せん
生
せい
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の皆

みな
さんにとっては、まさにうっ

てつけのシリーズです。

▽詩
し
を「味

あじ
わう」ためのいくつかの工

く
夫
ふう

　このシリーズは、「美
うつく
しい言

こと
葉
ば
による書

しょ
物
もつ
からの語

かた
りかけを、心

こころ
の

どこかで気
き
づかないまま求

もと
めている」であろう、子

こ
ども達

たち
のために

編
あ
まれています（巻

かん
末
まつ
「父

ふ
母
ぼ
と教

きょう
師
し
のみなさんへ」）。分

わ
かりにくい
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目
もく

次
じ

第
だい

1章
しょう

「書
か

く主
しゅ

体
たい

」である自
じ

分
ぶん

とは

第
だい

2章
しょう

学
がく

習
しゅう

・研
けん

究
きゅう

のための「書
か

く」活
かつ

動
どう

について知
し

る

第
だい

3章
しょう

学
がく

習
しゅう

を自
じ

己
こ

管
かん

理
り

し、学
がく

習
しゅう

方
ほう

法
ほう

を探
たん

索
さく

する

第
だい

4章
しょう

文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで問
もん

題
だい

点
てん

を探
さが

す

第
だい

5章
しょう

文
ぶん

章
しょう

の目
もく

的
てき

から構
こう

成
せい

を考
かんが

える

第
だい

6章
しょう

論
ろん

理
り

の一
いっ

貫
かん

性
せい

を考
かんが

える

第
だい

7章
しょう

的
てき

確
かく

な表
ひょう

現
げん

を追
つい

及
きゅう

する

第
だい

8章
しょう

研
けん

究
きゅう

の要
よう

旨
し

を書
か

く
第
だい

9章
しょう

活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく

を書
か

く
第
だい

10章
しょう

未
み

知
ち

の人
ひと

やコミュニティに「自
じ

分
ぶん

」を説
せつ

明
めい

する
Column
① 教

きょう
科
か

書
しょ

と論
ろん

文
ぶん

ではスタイルが違
ちが

う！
② 文

ぶん
を寝

ね
かせる？　熟

じゅく
成
せい

法
ほう

③ 作
さく

文
ぶん

支
し

援
えん

ツール「なつめ」を利
り

用
よう

して的
てき

確
かく

な語
ご

を選
せん

択
たく

する
④ 「敬

けい
意
い

」の表
ひょう

現
げん

を回
かい

避
ひ

する方
ほう

法
ほう

⑤ 投
とう

稿
こう

前
まえ

に論
ろん

文
ぶん

をチェックする
⑥ 論

ろん
文
ぶん

の「査
さ

読
どく

」って何
なに

？

学
が く

習
しゅう

のステップを丁
て い

寧
ね い

に示
し め

した参
さ ん

考
こ う

書
し ょ

兼
け ん

ワークブック

『論
ろん

文
ぶん

作
さく

成
せい

のための文
ぶん

章
しょう

力
りょく

向
こう

上
じょう

プログラム』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：村
むら

岡
おか

貴
たか

子
こ

・因
ちなみ

京
きょう

子
こ

・仁
に

科
しな

喜
き

久
く

子
こ

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：大
おお

阪
さか

大
だい

学
がく

出
しゅっ

版
ぱん

会
かい

ＵＲＬ：　http://www.osaka-up.or.jp/index.html　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2013 年
ねん

4 月
がつ

ISBN：978-4-87259-416-4　C3080 　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判
ばん

・並
なみ

製
せい

・176 頁
ページ

（別
べっ

冊
さつ

解
かい

答
とう

40 頁
ページ

）  　
定
てい

価
か

：本
ほん

体
たい

2800 円
えん

＋税
ぜい

　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 7 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：長
なが

坂
さか

　水
み

晶
あき

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

▽「本
ほん
物
もの
の力

ちから
」をじっくり養

やしな
う

　本
ほん

書
しょ

は論
ろん

文
ぶん

でよく使
つか

う表
ひょう

現
げん

の練
れん

習
しゅう

や、参
さん

考
こう

になる例
れい

文
ぶん

が集
あつ

められ

た「外
がい

国
こく

人
じん

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のための参
さん

考
こう

書
しょ

」ではありません。この本
ほん

に示
しめ

され

ているのは、研
けん

究
きゅう

活
かつ

動
どう

に関
かか

わるさまざまな文
ぶん

章
しょう

と、それを使
つか

った豊
ほう

富
ふ

なタスクです。ステップを追
お

って示
しめ

されたタスクを通
とお

して、論
ろん

文
ぶん

・要
よう

旨
し

・メール・申
しん

請
せい

書
しょ

など研
けん

究
きゅう

活
かつ

動
どう

に関
かか

わる文
ぶん

章
しょう

について、時
じ

間
かん

をかけ

て観
かん

察
さつ

したり話
はな

し合
あ

ったりします。つまり「論
ろん

文
ぶん

執
しっ

筆
ぴつ

力
りょく

を身
み

につける

ためには、正
せい

解
かい

をできるだけ早
はや

く覚
おぼ

えるのではなく、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

で考
かんが

え

ることが近
ちか

道
みち

だ」というのが本
ほん

書
しょ

の立
たち

場
ば

です。論
ろん

文
ぶん

執
しっ

筆
ぴつ

の力
ちから

をつけた

い人
ひと

が活
かつ

用
よう

することはもちろん、論
ろん

文
ぶん

指
し

導
どう

を担
たん

当
とう

する教
きょう

師
し

が、本
ほん

書
しょ

の

タスクの挙
あ

げ方
かた

を授
じゅ

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

へのヒントにすることもできます。

▽研
けん
究
きゅう
活
かつ
動
どう
に関

かか
わる多

た
様
よう
なテーマとタスク

　本
ほん

書
しょ

では、全
ぜん

10章
しょう

のうちの最
さい

初
しょ

の3章
しょう

で次
つぎ

のことを扱
あつか

っています。

自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

はどのように書
か

くことを学
まな

んできたかを振
ふ

り返
かえ

ったり、文
ぶん

章
しょう

を作
さく

成
せい

するということがどのような目
もく

的
てき

を持
も

ち、何
なに

が重
じゅう

要
よう

となるのか

を確
かく

認
にん

したりすることです。

　続
つづ

く４つの章
しょう

では、文
ぶん

章
しょう

の分
ぶん

析
せき

や比
ひ

較
かく

をした上
うえ

で、問
もん

題
だい

点
てん

を指
し

摘
てき

し、

今
こん

度
ど

は自
じ

分
ぶん

で修
しゅう

正
せい

案
あん

を作
さく

成
せい

し、それを別
べつ

の修
しゅう

正
せい

案
あん

と比
ひ

較
かく

する、更
さら

に他
ほか

の人
ひと

と議
ぎ

論
ろん

する、といった活
かつ

動
どう

を行
おこな

います。解
かい

答
とう

例
れい

は、解
かい

説
せつ

とともに

詳
くわ

しく挙
あ

がっています。

　残
のこ

る３つの章
しょう

では、研
けん

究
きゅう

要
よう

旨
し

・活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく

・研
けん

究
きゅう

目
もく

的
てき

の依
い

頼
らい

文
ぶん

・就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

などでの自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

文
ぶん

が扱
あつか

われています。また、投
とう

稿
こう

前
まえ

の論
ろん

文
ぶん

チェ

ックの重
じゅう

要
よう

性
せい

や、査
さ

読
どく

とは何
なに

かといった、論
ろん

文
ぶん

執
しっ

筆
ぴつ

に関
かか

わる大
だい

事
じ

な情
じょう

報
ほう

はコラムとして挙
あ

げられています。

　文
ぶん

章
しょう

力
りょく

を鍛
きた

えるには、長
なが

い道
みち

のりを自
じ

分
ぶん

の足
あし

で走
はし

っていかなければ

なりません。伴
ばん

走
そう

者
しゃ

を必
ひつ

要
よう

とする人
ひと

にとって、本
ほん

書
しょ

は頼
たよ

れる味
み

方
かた

にな

るはずです。
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で162字
じ

、初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

版
ばん

では164字
じ

の漢
かん

字
じ

が学
まな

べます。また、本
ほん

書
しょ

は『で

きる日
に

本
ほん

語
ご

』 i という総
そう

合
ごう

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

科
か

書
しょ

の準
じゅん

拠
きょ

教
きょう

材
ざい

です。ただし、本
ほん

書
しょ

の漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

を通
とお

してでも十
じゅう

分
ぶん

にコミュニケーションが「できる」

ようになるための活
かつ

動
どう

が可
か

能
のう

です。この教
きょう

科
か

書
しょ

を使
つか

うことで、静
しず

か

なイメージのある漢
かん

字
じ

の授
じゅ

業
ぎょう

が、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の声
こえ

であふれるわいわいに

ぎやかなものになるのではないでしょうか。

 i  2011年
ねん

5月
がつ

27日
にち

更
こう

新
しん

の「本
ほん

ばこ」をご覧
らん

ください。

（ h t t p : / / w w w. jp f . g o . j p / j / j a p a n e s e / s u r v e y / t s u s h i n /

bookshelf/201105.html）

漢
か ん

字
じ

学
が く

習
しゅう

を通
と お

して、「できる」コミュニケーションをつみ重
か さ

ねる

『漢
かん

字
じ

たまご　初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

』
　監

かん
修
しゅう

：嶋
しま

田
だ

和
かず

子
こ

　著
ちょ

者
しゃ

：有
あり

山
やま

優
ゆう

樹
き

・落
おち

合
あい

知
とも

春
はる

・立
たち

原
はら

雅
まさ

子
こ

・林
はやし

英
ひで

子
こ

・山
やま

口
ぐち

知
ち

才
さ

子
こ

　出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ＵＲＬ：　http://www.bonjinsha.com/　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

：2013 年
ねん

4 月
がつ

ISBN：9784893588326 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：B5 判
ばん

　191 頁
ページ

　CD1 枚
まい

付
つ

き  　定
てい

価
か

：1,680 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2013 年 8 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：菊
きく

岡
おか

　由
ゆ

夏
か

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　漢
かん

字
じ

の学
がく

習
しゅう

といえば、書
か

いて覚
おぼ

えてまた書
か

いて、それぞれが静
しず

か

に学
がく

習
しゅう

する、そんなイメージはないでしょうか。本
ほん

書
しょ

は、そのよう

な漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

の考
かんが

え方
かた

を越
こ

え、漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

を中
ちゅう

心
しん

にコミュニケーション

の練
れん

習
しゅう

もできる漢
かん

字
じ

の教
きょう

科
か

書
しょ

です。

▽漢
かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
のための「三

みっ
つの柱

はしら
」

　本
ほん

書
しょ

の漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

は、「三
みっ

つの柱
はしら

」をもとに組
く

み立
た

てられています。

一
ひと

つ目
め

の柱
はしら

は、その課
か

の漢
かん

字
じ

を勉
べん

強
きょう

したら何
なに

ができるようになるか

が示
しめ

されていることです。「スーパーの広
こう

告
こく

などから、肉
にく

の種
しゅ

別
べつ

が

わかり、読
よ

むことができる」のように、各
かく

課
か

に漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

を通
とお

した実
じっ

際
さい

のコミュニケーション上
じょう

の目
もく

標
ひょう

が示
しめ

されています。二
ふた

つ目
め

の柱
はしら

は、

「日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

の活
かつ

用
よう

」です。各
かく

課
か

のタイトルは「第
だい

8課
か

引
ひっ

越
こ

し」

「第
だい

13課
か

学
がっ

校
こう

で」のように、その課
か

で学
まな

ぶ漢
かん

字
じ

が日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

のどのよ

うな場
ば

面
めん

で使
つか

うのかがわかるようになっています。また、「学
がっ

校
こう

の掲
けい

示
じ

板
ばん

」「アパート探
さが

しの物
ぶっ

件
けん

情
じょう

報
ほう

」「ブログ」など、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の中
なか

で

の「漢
かん

字
じ

との接
せっ

触
しょく

場
ば

面
めん

」がたくさん取
と

り上
あ

げられています。三
みっ

つ目
め

の柱
はしら

は、「漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

ストラテジー」です。漢
かん

字
じ

の部
ぶ

首
しゅ

をはめ込
こ

むク

イズや、音
おん

読
よ

み・訓
くん

読
よ

みを利
り

用
よう

した漢
かん

字
じ

パズルが各
かく

課
か

に設
せっ

定
てい

され、

クイズやパズルを解
と

くことを通
とお

して「漢
かん

字
じ

には共
きょう

通
つう

のパーツがある」

などの漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

ストラテジーに気
き

づくことができるようになっています。

▽漢
かん
字
じ
項
こう
目
もく
は「三

みっ
つのグループ」に

　各
かく

課
か

の学
がく

習
しゅう

漢
かん

字
じ

をＡ「読
よ

んで書
か

く必
ひつ

要
よう

がある漢
かん

字
じ

」、Ｂ「読
よ

めれ

ばいい漢
かん

字
じ

」、Ｃ「サインとしてわかればいい漢
かん

字
じ

」の三
みっ

つのグル

ープに分
わ

けているところも本
ほん

書
しょ

の特
とく

徴
ちょう

です。学
かん

習
じ

漢
がく

字
しゅう

を三
みっ

つに分
わ

け

て考
かんが

えることで、学
がく

習
しゅう

する漢
かん

字
じ

が多
おお

すぎてやる気
き

を失
うしな

うことがない

ように配
はい

慮
りょ

されています。

　本
ほん

書
しょ

は2012年
ねん

に出
しゅっ

版
ぱん

された初
しょ

級
きゅう

版
ばん

に続
つづ

く初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

版
ばん

です。初
しょ

級
きゅう

版
ばん
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▽生
い
き生

い
きとした授

じゅ
業
ぎょう
に

　教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

の特
とく

徴
ちょう

としては音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

が多
た

用
よう

されていることがあります。＜かつ

どう＞は類
るい

似
じ

した流
なが

れを持
も

つ４つの会
かい

話
わ

を何
なん

度
ど

も聞
き

いてからペアで会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

。ま

た＜りかい＞は文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

に会
かい

話
わ

の聴
ちょう

解
かい

を取
と

り入
い

れたり、答
こた

え合
あ

わせに音
おん

声
せい

を使
つか

ったりします。本
ほん

書
しょ

の会
かい

話
わ

は場
ば

面
めん

や登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の設
せっ

定
てい

がおもしろく、演
えん

技
ぎ

や楽
たの

しい

背
はい

景
けい

音
おん

楽
がく

などを取
と

り入
い

れて聞
き

きやすく作
つく

られています。専
せん

用
よう

のウェブサイト※か

らすべての会
かい

話
わ

音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

を無
む

料
りょう

でダウンロードできるのもうれしい点
てん

です。

　音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

のほか、教
きょう

師
し

用
よう

リソースも提
てい

供
きょう

されています。さらに、学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

サ

イトも充
じゅう

実
じつ

。日
に

本
ほん

語
ご

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ楽
たの

しさを「まるごと」感
かん

じられるこの新
あたら

し

い教
きょう

科
か

書
しょ

で、これからの日
に

本
ほん

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

をさらに生
い

き生
い

きとしたものにしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ※『まるごと 日

に
本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

』公
こう

式
しき

ポータルページ http://marugoto.org/

　 関かん
連
れん

サイトへのリンクもあります

JF 日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

育
い く

スタンダード準
じゅん

拠
き ょ

の日
に

本
ほ ん

語
ご

コースブック

『まるごと 日
に

本
ほん

のことばと文
ぶん

化
か

 入
にゅう

門
もん

 A1』
　　　　　　　　　　＜かつどう＞＜りかい＞
　編

へん
著
ちょ

者
しゃ
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：来
き

嶋
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み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
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センター専
せん

任
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講
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師
し

　本
ほん

書
しょ
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こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が相
そう

互
ご

理
り

解
かい

のための日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

念
ねん

として開
かい

発
はつ

したJF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード（以
い

下
か

、JFスタンダード）準
じゅん

拠
きょ

の日
に

本
ほん

語
ご

コースブックです。

特
とく

に海
かい

外
がい

の成
せい

人
じん

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとっての使
つか

いやすさを視
し

野
や

に入
い

れて、会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

の設
せっ

定
てい

や内
ない

容
よう

、構
こう

成
せい

に様
さまざ々ま

な工
く

夫
ふう

がなされています。「入
にゅう

門
もん

A1」はJFスタンダードのレ

ベル設
せっ

定
てい

の中
なか

でいちばんやさしいレベル。けれども、1時
じ

間
かん

目
め

の授
じゅ

業
ぎょう

からシンプ

ルでも役
やく

に立
た

つ、楽
たの

しい日
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本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

を展
てん

開
かい

します。さらに、ことばと文
ぶん

化
か

は切
き

り

離
はな

さずにいっしょに学
まな

ぶという考
かんが

え方
かた

から、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

の視
し

点
てん

を取
と

り入
い

れている

ことも本
ほん

書
しょ

の特
とく

徴
ちょう

です。日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を通
とお

して自
じ

文
ぶん

化
か

や自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をふり返
かえ

り、

クラスメイトと話
はな

し合
あ

います。全
ぜん

頁
ページ

フルカラーの写
しゃ

真
しん

やイラストはことばと文
ぶん

化
か

の学
がく

習
しゅう

を効
こう

果
か

的
てき

に導
みちび

くことでしょう。

▽＜かつどう＞と＜りかい＞
　本

ほん
書
しょ

は＜かつどう＞と＜りかい＞の２冊
さつ

があります。＜かつどう＞は日
に

本
ほん

語
ご

を

運
うん

用
よう

して行
おこな

うコミュニケーション言
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語
ご

活
かつ

動
どう

(Can-do)ができるようになることを、

＜りかい＞は言
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語
ご
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力
りょく

（文
も

字
じ
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ご

彙
い
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ぶん

法
ぽう

、文
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型
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などの言
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語
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知
ち

識
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）を養
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がく

習
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目
もく

標
ひょう
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りょう

書
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はトピックや会
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話
わ

場
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面
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つう

しているので、学
がく

習
しゅう

ニーズに合
あ

わせて、単
たん

独
どく

使
し

用
よう

のみならず併
へい

用
よう

することも可
か

能
のう

です。
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成
せい

は以
い

下
か

のようになっています。
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